
2025 年 07 月 06 日 
午前 10 時 30 分 

 

聖霊降臨節第 5 主日/聖餐式           No. 27 

 

主日礼拝    

 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「神よ、わたしの内に清い心を創造し 

新しく確かな霊を授けてください。 

御前からわたしを退けず 

あなたの聖なる霊を取り上げないでください。 

御救いの喜びを再びわたしに味わわせ 

自由の霊によって支えてください。」(詩編 51:12～14) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信

ず、聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身

体のよみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 204-1,2「よろこびの日よ」 
 

 
 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 



聖書 マタイによる福音書 5:21～26 
新約(新共同訳)P7 

 

 

21「あなたがたも聞いているとおり、昔の人は『殺す

な。人を殺した者は裁きを受ける』と命じられている。 

22 しかし、わたしは言っておく。兄弟に腹を立てる者は

だれでも裁きを受ける。兄弟に『ばか』と言う者は、最

高法院に引き渡され、『愚か者』と言う者は、火の地獄

に投げ込まれる。 23 だから、あなたが祭壇に供え物を

献げようとし、兄弟が自分に反感を持っているのをそこ

で思い出したなら、 24 その供え物を祭壇の前に置き、

まず行って兄弟と仲直りをし、それから帰って来て、供

え物を献げなさい。 25 あなたを訴える人と一緒に道を

行く場合、途中で早く和解しなさい。さもないと、その

人はあなたを裁判官に引き渡し、裁判官は下役に引き渡

し、あなたは牢に投げ込まれるにちがいない。 26 はっ

きり言っておく。最後の一クァドランスを返すまで、決

してそこから出ることはできない。」 

 
賛美 371「この こどもたちが」 

 

 
 

説教  「だれも殺さないために」 

 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」 

(配餐前 1,2 節、後 3 節) 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

賛美 417「聖霊によりて」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 



祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

後奏  
 

司 式 岡田 知恵子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 

助 餐 金田 文雄 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 


